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互洗浄後に トルエンスルフィン酸ナ トリウム水溶液を前処理剤 として応用した報告は
なく,その作用機序を含めて不明な点が多い.
そこで本研究では,前処理剤として トルエンスルフィン酸ナ トリウム水溶液を応用し
て薬剤の影響を受けた歯冠象牙質および根管象牙質に対するスーパーボンドならびに
スーパーボンドシーラーの接着性を評価 した.また,共焦点レーザー顕微鏡による歯冠
象牙質界面-のモノマー浸透の観察,走査型電子顕微鏡を用いた各処理面の観察および
接着界面ならびに破断面形態の観察を行い,以下の点を明らかにしたものである.
1.次亜塩素酸ナ トリウム処理および交互洗浄後の根管象牙質- 4-META/MMA-TBBレジンを接
着させた場合には,接着強さは著しく低下した.
2.トルエンスルフィン酸ナ トリウム水溶液を前処理することによって,接着性が改善された.
i以上より,トルエンスルフィン酸ナトリウム水溶液処理は… ETA佃 A-TBBレジンセメント
Pの次亜塩素酸ナ トリウム処理による接着性低下を回復させる有効な手段であることが示唆
された.
本研究より得られた知見は,薬剤の影響を受けた象牙質に対して4-META/MMA-TBBレジンセメン
トを臨床応用する際に重要な示唆を与える有意義な研究であると考えられる.したがって､本
申請論文は博士 (歯学)の学位授与に債すると判断した.
